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このページの新企画「建築人x写真人」の掲載希望建築物を募集しています。
本企画は会員が手がけた建築作品を、写真家MOAIによる独自の視点と表現で、
どのように“料理”されるかを楽しんでいただく企画です。
写真家MOAIの作風は、ハイコントラストや強めの色彩によって日常を非日常へと変換します。
建築が竣工写真などとは大きく印象が異なる“新しい姿”に生まれ変わることを
楽しんで頂ける方を歓迎いたします。
皆さまが関わられた建築が、写真家の視点で新たな物語を紡いでいきます。
会員の皆さまの応募をお待ちしています。

「MOAIの独言」
日々心に引っかかった光景やモノをスマホで撮影、加工した作品
私が惹かれるのは
蓄積された時間が感じられるモノや光景
自然の造形物
今その時しかない光
固定概念にとらわれず自由に感じてください

Photographer MOAI
岩手県盛岡市出身
1985年大阪芸術大学卒
同年広告企画制作会社にカメラマンとして入社
あらゆる業種業態のクライアントの撮影に携わる
1996年フリーランスとなりPhoto Office MOAI設立
大阪を拠点に広告写真を中心に活動中
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 「ホソカワミクロン コスメティックセンター」
 設計：大林組
 施工：大林組
 「伊予銀行波止浜支店」
 設計：日建設計
 施工：清水建設
 「徳田医院」
 設計：一級建築士事務所 STUDIO MONAKA
 施工：中尾木材工業
 「Where Landscape Becomes Living」
 設計：マニエラ建築設計事務所
 施工：ケイ・アイ・エス

8 動静レポート
9 Topics

10 News of Note
 東海道五拾七継を巡る 第4回守口まち歩き 
 【小学生向けワークショップ「まちをつくろう2026」】報告

12 Information

14 記憶の建築
 「マースクビル（現・KRCビル）」 1973年
 レーモンドが横浜に遺した最後のビル / 松隈 洋

表紙の建築   「鶴橋の立ち寄り場 ヨルン」 2025年
第69回 大阪建築コンクール 大阪府知事賞部門 奨励賞 受賞作品
設計：YAP＋大阪公立大学建築デザイン研究室
施工：YAP（施工協力：豊城ウェルハウス＋大阪公立大学建築デザイン研究室）
撮影：KENTA HASEGAWA

大阪・鶴橋に建つ築103年の二軒長屋の一軒を、地域に開かれた
「立ち寄り場」へ改修したプロジェクトである。ショールームやギャラ
リーなど、用途を横断しながら使われる。元は三軒長屋で、北側一
軒の解体によって都市に顕わになった界壁を新たなファサードとし
て捉え直し、柱を残して再設計。前面道路や隣地と連続する半屋
外空間をつくり、長屋の内部にあった人の営みをまちへと開いた。
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敷地面積
建築面積
延床面積
写　　真

大阪府枚方市
事務所・研究所
2025.10
鉄骨造
地上 2 階
21,441.43㎡
585.49㎡
1,127.75㎡
ヴィブラフォト

コスメティックセンターは、ホソカワミクロンのマテリアル事業の「研究
開発」と「営業・販売」機能を集約する中核拠点として整備された施設
である。ファサードは、敷地内の他の建物と同素材のサンドイッチパネ
ルにてボリュームを軽やかに浮かせる構成とし、敷地内の調和を図りつ
つ、シンプルで清潔感のある佇まいとした。また、研究活動を “見える
化” した実験室、交流を促す木質化空間などをちりばめ、自然な交流が
生まれ、新たな発想や価値が生まれる環境とした。さらに、事業主のサ
ステナビリティ経営の推進に応え、環境配慮技術を取入れてZEB認証
を取得し、脱炭素社会の実現を見据えた持続可能な施設とした。

設計：大林組
施工：大林組ホソカワミクロン コスメティックセンター 
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愛媛県今治市
銀行の支店
2026.04
鉄筋コンクリート造、
木造、鉄骨造
地上1階
1,485.14㎡
534.06㎡
497.95㎡
伊藤 彰 ［アイフォト］

世界中の船主やオペレーター等VIPを迎える、造船の町今治における
伊予銀行の迎賓館的役割を託された支店である。愛媛県産の杉や桧、
鉄板、割栗石など地産材や地域を象徴する素材を活用し、日本的な奥
行きと陰影に富んだ空間を実現。顧客に木と光を活かした空間や庭園
による豊かなおもてなしを提供する。自然採光や地中熱利用換気、高
断熱化、高効率設備により、エネルギー消費が基準建物の－112%とな
る『ZEB』を達成し、木造架構や仕上げの最小化によってホールライフ
カーボンを57.6%削減することで、地域の魅力発信とカーボンニュート
ラルという社会課題解決につなげることを目指した。

設計：日建設計
施工：清水建設伊予銀行波止浜支店
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滋賀県彦根市
診療所
2025.01
木造
地上2階
1,928.60㎡
620.41㎡
663.21㎡
八杉和興

滋賀県彦根市稲枝に建つ診療所である。
人は「家と職場（学校）を往復するだけの単調な移動パターン」よりも、
「寄り道が多く、移動や行動が多様なパターン」の方が幸福度が高い傾
向にあることから、人々の日常に「あえて寄り道したくなる導線」を生み
出すことを目指した。
サンゴ礁の「多孔質構造」をモチーフに、診療所の機能を中心とし、周
辺に広がる大屋根の軒下に小さなカフェや図書館などを散りばめ、目
的がなくてもただ居られる空間を設計。
音楽やラジオ体操などカルチャーを「処方」するアプローチにより、多様
な人々がそれぞれの居方で「ただ居る」ことができる場を生み出した。

設計：一級建築士事務所 STUDIO MONAKA
施工：中尾木材工業徳田医院
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京都市
専用住宅
2026.07
木造 
地上2階
390.13㎡
194.32㎡
307.17㎡
下村写真事務所

下鴨神社の北側に広がる閑静な住宅地に計画した住宅で、北に広がる
宝ヶ池の山並みや、ほど近くに望む「妙」の送り火などの豊かな自然環境
を暮らしに取り込むことをテーマとした。
周囲との距離感を丁寧に調整しながら、内外が緩やかにつながる住ま
いを目指している。
外観は杉板型枠コンクリートを基調とし、周囲の風景に静かに溶け込
む佇まいとした。
内部には約6.2mの吹抜を設け、梁成930mmの合成梁が大空間を支える。
北側の大開口からは山並みを、南側の大開口からは水盤・アウトリビン
グ・中庭を一体的に取り込み、光・風・水が織りなす自然の移ろいを暮
らしの中で感じられる空間を実現した。
風景と建築、内と外が緩やかに結び付く住まいである。 

設計：マニエラ建築設計事務所
施工：ケイ・アイ・エスWhere Landscape Becomes Living
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動静レポート

会長動静

7/28 香港貿易発展局会合
 臨時運営会議
8/7  賛助企業と会員建築士の親睦を図

る納涼・懇親会「交流から生まれる
新しい価値」

8/10 部分断熱・耐震改修 WG
 国際委員会納涼会

公式 X及び Instagram開設のお知らせ

この度、会員の皆様にタイムリーな情報
をお届けするため、公式 Xおよび公式
Instagramを開設いたしました。従来より
公開しておりますFacebookとあわせまして、
本会主催セミナーや見学会のお知らせをは
じめ、さまざまな情報を発信してまいります
ので、ぜひフォローをお願いします。

第 6回近畿学生住宅大賞の実施

近畿建築士会協
議会が主催し、
本会が主管する
第 6 回「近畿学
生住宅大賞」を
実施します。同賞
は近畿圏内の建
築系大学、高専、
専門学校に在籍
する学生個人ま
たはグループ（院生は除く）より、各学校の住
宅課題として制作した作品をご応募いただき、
社会性、文化性、芸術性の観点で優れたもの
を表彰し、勉学の励みにしていただくことを目
的としたものです。
今回から下記 5名が審査員を務めてください
ます。
・ 岩瀬諒子氏（岩瀬諒子設計事務所）
・ 木内奈津子氏（一級建築士事務所 nua）
・ 斉藤智士氏（建築設計事務所 SAI工房）
・ 新森雄大氏（Niimori Jamison）
・ 山口陽登氏（YAP）
応募期間は、9月1日～ 9月18日、最終審査
及び表彰式は 11月 14日の予定です。詳細は
本会ホームページをご参照ください。

第 43回近畿建築祭「奈良大会」

今年度の近畿建築祭は、11月 28日に「や
まとはくにのまほろば はじまりの地「三輪」
で縁むすび」と題し、奈良県桜井市で開催
されます。申込期限は 10月 23日です。詳
細は本誌に同封のチラシをご参照ください。
なお、2年後の第 45回近畿建築祭は本会
が主管となり、
大阪大会の開催
を予定しており
ます。ご協力の
程よろしくお願
いいたします。

賛助企業と会員建築士の親睦を図る納涼・
懇親会の開催

8月 7日ブライトンベル御堂筋店にて「賛助
企業と会員建築士の親睦を図る納涼・懇親
会　『交流から生まれる新しい価値』」を開
催いたしました。
本企画は本会に所属する建築士と賛助会員
企業の情報交換を目的に、セミナー形式で
は質問しづらいことも気軽に質問できる交流
の場として、毎年開催しています。今年は募
集定員を超える 55名に参加いただき、積
極的な情報交換が行われました。

令和 8年二級建築士、木造建築士　　　
学科の試験　合格発表

令和 8年二級建築士、木造建築士「学科の
試験」の全国合格者が 8月 24日に発表さ
れました。併せて、公益財団法人建築技術
教育普及センターより大阪府分を入手しまし
たのでお知らせします。
 （全国）
学科試験 二級 木造
実受験者数 16,082人 370人
合格者数 6,829人 237人
合格率 42.5% 64.1%

 （大阪）
学科試験 二級 木造
実受験者数 1,260人 42人
合格者数 603人 26人
合格率 47.9% 61.9%

設計製図試験は、二級建築士は 9月 13日
に「商店街に建つ併用住宅（木造 3 階建
て）」、木造建築士は 10月 11日に「専用住
宅（木造）」の各課題で実施されます。
合格者の発表は 12月 3日（木）の予定です。

Instagram

X

Facebook
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1962年設立のバーテックは、塗装用の刷毛
やブラシを扱う事業から始まった。価格競争
の厳しい市場環境の中で、二代目社長は用途
開発や新商品開発に注力し、工業用ブラシ
へと事業領域を広げた。1988年に「金属等
の加工時に生じる“バリ”などの厄介な問題を
テクノロジーで解決する」という意味を込め
て、社名をバーテックに変更し、顧客の課題
を解決するソリューションカンパニーとして、
歩んで来られた。
今回ご紹介する主力製品の一つである防虫
用ブラシは、ドアやシャッターの隙間に取り
付け、虫の侵入を物理的に防ぐものである。
食品工場では異物混入防止、美術館や博物
館では文化財や収蔵品を害虫から守るため
の防虫対策として活用されている。薬剤で虫
を駆除するのではなく、そもそも侵入させな
い構造をつくる点が特徴であり、IPM（総合
的防除管理）の考え方とも非常に親和性が

高い、ユニークな商材である。
大阪中之島美術館などでも採用されており、
収蔵庫やエントランス、飲食施設周辺など、虫
の侵入が課題となる場所で活用されている。
文化財分野では公益財団法人文化財虫菌害
研究所の認定商品となっており、学芸員や防
虫・害虫管理関係者間の認知度は高い一方、
建築分野ではまだ十分に知られていない。
シャッター用ブラシはガイドレールなどの隙
間に設置し、スラットの凹凸にブラシがなじ
み、隙間を効果的にふさぐ点が特徴である。
長尺の開口部では複数本をつなげて使用す
るが、つなぎ目に隙間ができにくい仕様が特
許技術となっている。虫の侵入に困った既
存建物への後付け需要が多いが、新築時に
シャッター工事の一部として組み込むことも
可能であり、設計段階から防虫対策を盛り込
むことで、より効果的な導入につながる。
バーテックは、防虫ブラシを単なる害虫対策製

品としてではなく、人の居住空間と虫の生息空
間を適切に分けることで、不要に虫を殺さず共
存できる社会を目指すものとして位置づけてい
る。ブラシを通じて「すべての命が輝く世界」を
つくるという理念を発信しており、製品開発の
根底には社会課題の解決という視点がある。
また、データセンター需要の拡大に伴い、空調
効率を高めるためにブラシを活用し、冷気と排
熱を分けつつ圧力を調整する省エネ技術も展
開している。更に、空調の水冷化が進むデータ
センター向けに、ポンプユニットの開発にも取り
組んでおり、顧客の課題解決から社会課題の解
決へと事業の幅を広げている。 （本号公告掲載）

ココ・シレ ～メーカー紹介～ 
「ブラシが空間を守り、すべての命が輝く世界を創造」 

松下典央（建築情報委員会）

■お問合せ先
株式会社バーテック マーケティング部
〒540-6033
大阪府大阪市中央区城見1丁目2-27
クリスタルタワー33階
https://burrtec.co.jp/
06-6484-9343

豆柴、一
いち
子
こ
。安倍元総理が襲

撃された日に、四国で生まれ
た。今年で4歳になる。誕生日
が来るたびに、少し胸が痛む。
えらい日に生まれたもんや。
色は（白）正式には薄赤。体重
は7キロ。ジャパンケネルクラ
ブの認定書はあるが、正式には「豆柴」という犬種
はなく、柴だ。「柴」は「小さいもの」を意味するとい
う説もあり、日本犬のなかでも小型の犬を「柴」と
呼んだのが始まりともいわれている。
一子という名は、姓名判断から名付けた。亡母が
字画に凝っていて、子どものころに覚えてしまった。
「横関」の「関」と「一」で15画。社会運が良い。呼
び名は「イチ」「いっちゃん」だ。たまに「一子」と呼
んでも、「誰のことですか?」という感じだ。
この社会運を活かして、彼女はすこぶる社交的だ。
柴らしからぬ能力を発揮する。フレンドリーで、人

見知りも犬見知りも全くしない。どんどん犬友を
作っていく。犬を連れていなければ、誰だかわから
ないお友達が増えた。
朝の散歩は私。夕方は夫の担当だ。一回約40分、1
～2キロ。仔犬のころは、もっとよく走った。2キロほ
ど行った先で歩くのを拒否して、抱っこして帰り、飼
い主の二の腕を太らせることに貢献した。ガーミン
ウォッチを装着して出発するのだが、今はほぼ歩い
ているので、持久走のトレーニングにはほとんど貢
献していない。
彼女は、木が好きだ。おもちゃでも、場所でも、山
が好きだ。飼い主と同じだ。一度、二上山へ連れて
行った。登りは良かったのだが、下りは犬用リュック
に入れて、夫婦で背負って下りた。飼い主の足腰が
鍛えられた。
元気でさえいればいい、と育てたので、芸を仕込ん
でいない。何かしてほしい時は自らお座りをするの
に、「おすわり」と言ってもしない。お手もできない。

でも、食事の後には抱っこをせがむ。そのかわいい
顔で、留守番だとわかった時には、じいっと拗ねな
がら見つめてくる。
彼女は、なかなかの美犬だ。夫が見初めた。美人薄
命とはよく言ったもので、生まれた日が悪かったの
か、生後8か月から突然倒れて気を失い、失禁する、
といったことが続いた。
不思議な巡り合わせで、二次医療の循環器内科（犬
の!）で72時間のホルター心電図を装着し、不整脈と
その原因がわかった。心臓にも血液の逆流があり、
突然死のリスクを避けるため、ペースメーカーの装
着を勧められたが、踏み切れないまま現在に至る。
もっと不思議なことに、血液の逆流はほぼなくな
り、ほとんど倒れなくなった。この調子なら、手術は
回避できるそうだ。
「よく4年も生きてくれた」という感謝と、「もう4年
も経ったのだ」という驚き。
複雑な感情が交錯する。

Talk Relay わたしの推し 
「犬と暮らすこと」 

横関（三木）万貴子（法制度・鑑定委員会 理事）
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News  of  Note

地域まちづくり委員会北河内・みしま野地域
では、6月6日（土）に守口市と守口門真歴史
街道推進協議会にご案内いただき、57番目
の宿場町守口宿のまち歩きを行った。守口宿
は大坂から2里（約8km）と近く、京から大坂
へ行く際は三十石船を使用し、大坂から伏
見や京へ向かう際にのみ守口宿を利用する
ため片宿といわれた。文禄堤跡が残る守口
宿部分にのみ街道らしい面影を残している。

京阪守口市駅近くに残る文禄堤は、文禄3年
（1594年）に豊臣秀吉が淀川の改修工事を命
じて建設された堤防道で、淀川が氾濫する
のを防止し道路は大坂と京都を結ぶ安定し
た交通路となった。文禄堤の長さは全長約
27kmあったと言われているが度重なる淀川
の改修等で堤の多くは姿を消しており、守口
に約700mが残る貴重な文化財である。江戸
時代初期には文禄堤の上に守口宿が設置さ
れ、宿屋、茶屋、商店などが26軒ほど建ち並
び、旅人たちはここで休息を取っていたそう
で船着場の跡も残っている。
守口門真歴史街道推進協議会の歴史文化
マップを使いながら、守口市役所近くの下の
見附からまち歩きをスタートした。

守口はこの数年古い建物が失われており、宿
場町の面影を残す建物は数少なくなってい
る。そのような中で昨年オープンしたのが旧 

徳永家住宅「燈森（ともり）」で、守口市が整
備を行い地域コミュニティの場として民間に
よる運営で活用するという試みが始まってお
り、守口市の岡田氏より改修と活用について
ご説明いただいた。カフェやブリュワリーが
オープンする予定で、屋外には畑がつくられ
ていた。
街道は国道一号線と交差する八島交差点で
「枡形」となっており、ここにはかつて大塩平
八郎ゆかりの白井家があったが現在はファス
トフード店になっていて面影は無くなってい
る。もう一つの枡形のところに難宗寺と盛泉
寺という2つの浄土真宗のお寺がある。慶応
4年（1968年）に明治新政府の首都を大坂に
するか江戸にするかという議論があり大久保
利通は大坂遷都を唱えて明治天皇の大坂行
幸を決行している。守口では明治天皇は難
宗寺に宿泊され、神鏡（八咫鏡）をまつる内
侍所が盛泉寺に置かれ、守口は1日だけ日本
の首都となった。しかしその後に江戸城が無
血開城されたことにより東京へ都が遷ること
になる。難宗寺では当時の行幸の跡を見学
させていただいた。その後明治43年には皇
太子（のちの大正天皇）が開通したばかりの
京阪電車に乗られて守口を訪れたそう。

東海道五拾七継を巡る 第4回守口まち歩き 
～文禄堤を歩く～

地域まちづくり委員会 北河内地域　石貫方子 

橋が架かっている高い部分が文禄堤

文禄堤の淀川側には船着場跡が残る

下の見附

高札場（復原）

旧徳永家住宅「燈森」 難宗寺と明治天皇の玉座、錦の御旗
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News  of  Note

▲全体集合写真

大阪市立住まい情報センター・一般社団法
人日本建築学会近畿支部・公益社団法人大
阪府建築士会の三社共催による、親と子の
都市と建築教室「まちをつくろう」（通称「ま
ちつく」）についてご報告いたします。まちつ
くは毎年8月の第1土曜・日曜に大阪市立住
まい情報センターを会場として開催しており、
小学生とその保護者を対象に、段ボールを
使ってまちをつくるワークショップです。近畿
大学・関西大学・滋賀県立大学・大阪大学な
ど、複数の大学に所属する学生の皆さんが毎
年ボランティアスタッフとして協力してくださ
り、参加者は4チームに分かれてまちづくりに
取り組みます。普段関わる機会の少ない建
築士と子どもたちが直接ふれあう場としても
大切にされています。2日間かけて制作した
まちは、最終日に日本建築学会の担当者に
よる講評を経て「まちつく大賞」が選ばれる、
恒例の人気企画です。
2026年は、8月1日（土）・2日（日）の2日間に
わたって開催しました。今年のテーマは「海
の底にまちをつくろう」。会場では4チームに
分かれ、参加した30組60名以上の親子と、
60名以上の学生・関係者スタッフが一緒に
なって、海の底にあるまちづくりを楽しみまし
た。夏休み恒例の企画として、毎年人気の高
いワークショップになっており、会場には子
どもたちの元気な声とアイデアがあふれ、随
所で笑顔が見られました。海洋環境という身
近ながら奥深いテーマを題材にすることで、
まちづくりだけでなく、環境について考える
きっかけにもなればという願いが込められて
います。
まちつくは「寸劇とスライドによる学習タイ
ム」「スケッチ設計タイム」「工作タイム」「発
表・講評タイム」の4つのフェーズで構成され
ています。学習タイムでは、近畿大学・関西大
学の学生スタッフが寸劇やスライドを交えな
がらまちや海についてわかりやすく解説し、
子どもたちはまちがどのような人・モノ・建築
で成り立っているかに加え、海の環境問題
や、海上・水中に建てられる建築物について
も学びました。普段の生活ではなかなか意
識する機会の少ない環境課題について、楽し

みながら学ぶことができました。
続くスケッチタイムでは、チームに分かれた
子どもたちがそれぞれ、海の底のまちにつく
りたい住宅や店舗などを考え、建物の設計図
（スケッチ）に描き起こしました。工作タイム
では、そのスケッチをもとに、保護者やスタッ
フとともに段ボールを切ったり組み立てたり
しながら建物を制作。私たち建築士は、構造
に関する知識やノウハウを生かし、子どもた
ちが思い描いた建物をかたちにできるよう、
随所でサポートを行いました。普段は経験で
きない構造の工夫に関するアドバイスに、子
どもたちも興味津々の様子でした。
最後の発表・講評タイムでは、子どもたち一
人ひとりが、自ら制作した建物の魅力や工夫
した点、頑張ったことを参加者全体の前で
発表しました。会場からは大きな拍手が送ら
れ、達成感に満ちた子どもたちの表情が印
象的でした。その後、日本建築学会の川辺
先生（大阪大学）より各チームのまちについて
講評をいただき、授賞式を実施。それぞれの
チームの発想やこだわりが高く評価され、今
年度の「まちつく大賞」は、全チームに贈られ
ることとなりました。
参加後のアンケートでは、「とてもおもしろ
かった」との回答が7割以上を占め、多くの参
加者の皆さまから好意的なご感想をいただ
きました。「作ることが楽しかった」「みんなで

手伝い合って1つの作品を完成させられた」
「来年もぜひ参加したい」といった声が寄せ
られ、満足度の高いイベントとなりました。子
どもたちのいきいきとした表情や、すばらし
い作品の数々も印象的でした。
また私たちにとって「まちつく」は、子どもた
ちに向けたワークショップにとどまらず、建築
士を志す大学生とのネットワークづくりにもつ
ながる貴重な機会と感じています。毎年、多
くの学生スタッフが「来年もぜひ参加したい」
と話しており、学生たちにとっても貴重な学び
の場となっています。今後も、子どもたちの創
造力を育むとともに、建築士を目指す学生た
ちを後押しする場として、まちつくを大切に育
てていきたいと思います。来年以降も引き続
き継続して実施していきたいと考えています。
当企画は建築士会の新会員にとっても関わ
りやすい事業ですので、ご興味のある方はぜ
ひ青年女性委員会へご参加ください。

【小学生向けワークショップ「まちをつくろう2026」】報告

青年女性委員会　浅井駿平

▲寸劇の様子

▲工作の様子

▲スケッチの様子

▲発表の様子
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Information

建築士会からのお知らせ

既存住宅状況調査技術者講習
新規講習10/28
更新講習9/15、11/12、2/19
CPD新規5単位、更新2単位

既存住宅状況調査は、登録機関の講習を修
了した建築士のみに認められる業務です。 
ぜひ本講習で新たな業務の資格を取得して
ください。令和5年度に本講習を修了された
方は本年度が有効期限となりますので、更新
講習をご受講ください。
▼新規講習（DVD）
日時　10/28（水）　9：30～17：00
会場　大阪府建築士会　東会議室
定員　30名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込21,450円
　　　　郵送申込22,000円
▼更新講習（DVD）
日時　9/15（火）、11/12（木）、2/19（金）
　　　13：30～17：00
会場　大阪府建築士会　東会議室
定員　30名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込17,000円
　　　　郵送申込17,600円
▼申込　日本建築士会連合会HPよりお申

込みください。上記以外にオンライ
ン講習も開催いたします。

令和8年度監理技術者講習
9/18、11/11、1/13、3/19　CPD6単位

本講習会は建設業法に基づく法定講習であ
り、建築に特化したテキストを使用し、実務
に役立つ情報を提供いたします。
日時　9/18（金）、11/11（水）、1/13（水）、
　　　3/19（金）
　　　各8：55～17：00
会場　大阪府建築士会　東会議室
定員　各回30名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込み9,500円
　　　　郵送申込み10,000円
申込　日本建築士会連合会HPより

既存木造住宅の耐震診断・改修講習会
（一般診断法）

10/29、11/17、1/29、2/25　
CPD各4単位

本講習会は、大阪府及び府内市町村の木
造住宅耐震診断・改修の補助を受けること
ができる技術者の養成を目的としています。
2026年1月にテキストの改訂があり、一般診
断法の必要耐力および保有する耐力の計算
方法が変更されました。過去に受講された方
におかれましても本講習を再度受講され、最
新の技術を業務に活用されますようご案内
いたします。
日時　10/29（木）、11/17（火）、1/29（金）、
　　　2/25（木）
　　　10：00～15：50
会場　大阪府建築健保会館
定員　80名（定員に達し次第締切）
受講料　会員5,000円　一般9,000円
テキスト代　9,900円
　 「2025年改訂版 木造住宅の耐震診断と補
強方法」

令和8年度　建築士定期講習
11/19、12/11、1/27、2/10、3/24

建築士法の規定により、建築士事務所に所
属するすべての建築士は3年以内ごとに定期
講習を受講しなければなりません。本年度
は令和5年度に本講習を受講された方や、建
築士試験に合格された方が対象となります。 
未受講者は懲戒処分の対象となりますので
必ず年度内に受講してください。
▼日程・会場・定員
　11/19（木） 大阪府建築健保会館 70名
※12/11（金） 大阪府建築健保会館 70名
　1/27（水） （一社）大阪府建築士事務所協会  会議室  
  20名
※2/10 （水） 大阪府建築健保会館 70名
　3/24 （水） 大阪府建築健保会館 70名
上記すべてDVD講習です。
※の日程：大阪府建築士会が運営
※以外の日程：大阪府建築士事務所協会が運営
注）各回定員に達し次第、受付を終了します。
時間　 9：15～17：00（各講習日共）

受講料　12,980円（消費税含。事前入金）
申込　建築技術教育普及センターHPより

もう一度学ぶ タイルの基本
9/9　CPD2単位

本企画は、建築士・設計者として知っておき
たいタイルの基礎から、最新の弾性接着剤
張り工法、さらには定期報告制度に関連する
剥離防止対策まで、実務に直結する知識を
習得していただくための講習会です。この機
会に是非ご参加ください。
日時　9/9（水）　  集合 17：30
　　　ショールーム見学 17：30～18：00
　　　講習会　　　　 18：00～19：30
会場　INAXタイルコンサルティングルーム大阪
定員　20名（申し込み先着順）
参加費　会員1,000円　一般2,000円

建築紛争セミナー11 
建築紛争は最初の見立てが重要！ 
～初動対応における現地調査のポイント～
9/18　CPD2単位予定

本会は、大阪弁護士会と共催で、「建築紛争
セミナー」を毎年開催しております。今回は、
建築紛争における初動の現地調査の重要性
について、基調講演および弁護士・建築士に
よるシンポジウムで説明いたします。
実務に役立つ内容になりますので、是非ご参
加ください。
日時　9/18（金）　18：00～20：00
会場　大阪弁護士会館　1001・1002号室
　　　（大阪市北区西天満1-12-5）
定員　40名
参加費　無料

朝鮮通信使がもたらした 
日本と朝鮮国の平和
9/25　CPD1単位予定

朝鮮通信使をご存じですか？
日本には古く、大陸から多くの文化や宗教、
建築などがもたらされました。当時は、ほと
んどが朝鮮を経由しての経路です。その後、
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朝鮮通信使という使節団が日本に来ていま
す。そのあまり知られていない歴史をわかり
やすく解説いただきます。
日時　9/25（金）　18：30～20：00
会場　大阪府建築士会　東会議室
定員　30名
参加費　会員1,000円　一般2,000円

建築士の日 記念事業 
建築士と学ぶDIY入門 
～暮らしに彩りを添える～
9/26

今年度の建築士の日記念事業は「DIY」を
テーマに開催いたします。建築士が「安全
で適切なDIYの基礎知識」をお伝えするセミ
ナーとタイルを用いたDIYワークショップを
実施し、安全かつ適切にDIYを楽しむための
知識と技術を身に着けられる場とします。
日時　9/26（土）　14：00～16：00
会場　β本町橋（ベータ本町橋）
　　　2階レンタルスペース「ラボ」
定員　30名
参加費　無料

第69回大阪建築コンクール 
受賞者講演会＋トークセッション
10/2　CPD2単位予定

本コンクールは、建築士と社会との関わりを
通じて建築作品を評価し、そのすぐれた実績
をたたえ、建築作品の設計者を表彰するも
のです。第69回は5作品が受賞し、これを記
念して受賞者講演会を開催いたします。受賞
作品のお話はもちろん、建築に対するそれぞ
れの思いを語っていただきます。
日時　10/2（金）　18：30～20：45
会場　大阪工業大学梅田キャンパス203
　　　（大阪市北区茶屋町1-45）
参加費　無料（申込不要）

令和8年度地域文化遺産のガイド人材育成講座 
「まちを読み解く、大阪を伝える」 

10/3、11/7、12/20、1/23 
CPD各4単位

歴史的建造物やまちなみ、土木遺産など、地
域に残る文化遺産を読み解き、その魅力を伝
え、活かす方法を学ぶ講座です。
専門家による座学とまち歩きを通して、大阪
の歴史や地域の特性への理解を深め、文化
遺産を観光やまちづくりにつなげる観光コン
テンツの企画にも取り組みます。大阪のまち
を歩き、その歴史と文化に触れながら、文化
遺産の魅力を伝える方法を一緒に考えてみ
ませんか。
第1回　10/3（土）
　● 文化遺産を地域の魅力へ―観光・まち
づくりにおける可能性―  （和泉大樹氏）

　● 歴史と土木遺産をめぐるフィールドワーク
 （船越幹央氏）

第2回　11/7（土）
　● ガイド事業の組立・観光コンテンツタリ
フの作成 （久保智美氏）

　● 近代建築をめぐるフィールドワーク
 （倉方俊輔氏）
第3回　12/20（日）
　● 地域の歴史と無形文化をめぐるフィール

ドワーク （陸奥　賢氏）
　● 大阪の歴史を面白がる―都市の成り立

ちと地域文化遺産―  （大澤研一氏）
第4回　1/23（土）
　● 観光コンテンツタリフの発表・講評
 （天野啓太氏・久保智美氏）
　●まち歩きの楽しみ方 （天野啓太氏）
時間　各回13：00～17：00
会場　大阪倶楽部・綿業会館・NEXT21
定員　20名
受講料　全4回12,000円　※連続受講
詳細・お申込みは建築士会HPに掲載

令和8年度 はじめよう、文化財の活用
10/31、11/29、12/13

歴史的建造物という特別な空間で、伝統文
化などを体験しながら、「ユニークベニュー」
の魅力を知っていただく講座です。毎回異な

る国登録有形文化財などを会場に、文化財
所有者から保存・活用のお話を伺い、建物
見学やまち歩き、ワークショップなどを行い
ます。
歴史的建造物やまちなみ、そして伝統文化を
楽しみながら、「ユニークベニュー」の魅力に
触れてみませんか。
第1回　10/31（土）
　「能の入り口に入ろう」
　国登録文化財 川中家住宅（東大阪市）
第2回　11/29（日）
　「文楽人形でほっと一息」
　市指定文化財 旧一津屋公会堂（摂津市）
第3回　12/13（日）
　「青龍庭を眺めながら楽しむ和菓子づくり」
　 国史跡・国登録文化財 西山氏庭園・西山
家住宅（豊中市）

日本建築士会連合会会報誌「建築士」
の発行・発送方法の変更予定

● 本会では現在、連合会会報誌「建築
士」を本会会報誌「建築人」に同封し、
正会員・準会員の皆様へ発送していま
すが、「建築士」は2027年1月以降、紙
媒体とWEB配信を組み合わせたハイ
ブリッド方式へ変更される予定です。
なお、「建築人」の発行・発送方法に変
更はありません。
● 「建築士」の紙媒体での発行は奇数月
のみとなります。奇数月には紙媒体に
加え会員限定のデジタルツイン版が公
開され、偶数月にはWEB上でデジタル
版が公開されるため、情報発信はこれ
までどおり毎月継続されます。
● 閲覧方法等の詳細は、連合会で決定
次第お知らせします。
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今
年
二
〇
二
六
年
は
、
戦
前
戦
後
の
日
本

の
建
築
界
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
、
吉
村

順
三
、
前
川
國
男
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ナ
カ
シ
マ
、

増
沢
洵
ら
、
彼
に
師
事
し
た
弟
子
に
と
ど

ま
ら
ず
、
多
く
の
日
本
人
建
築
家
に
影
響

を
与
え
た
ア
ン
ト
ニ
ン
・
レ
ー
モ
ン
ド
（
一

八
八
八
～
一
九
七
六
年
）
の
没
後
五
〇
年

の
節
目
に
あ
た
る
。
そ
の
こ
と
が
引
き
寄

せ
た
奇
遇
の
縁
な
の
か
、
幸
運
な
出
会
い

と
新
た
な
発
見
が
あ
っ
た
。

今
春
、
東
京
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
エ
ー
ク
ワ
ッ

ド
で
、「
ノ
エ
ミ
・
レ
ー
モ
ン
ド
の
建
築
と

意
匠
―
和
で
紡
ぐ
モ
ダ
ン
ラ
イ
フ
」
と
題

す
る
建
築
展
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、

今
ま
で
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

妻
の
ノ
エ
ミ
・
レ
ー
モ
ン
ド
（
一
八
八
九

～
一
九
八
〇
年
）
の
仕
事
の
全
体
像
を
は

じ
め
て
紹
介
し
、
再
評
価
す
る
画
期
的
な

試
み
だ
っ
た
。
そ
の
会
期
中
の
四
月
二
四

日
、「
ア
ン
ト
ニ
ン
＆
ノ
エ
ミ
・
レ
ー
モ
ン

ド
建
築
の
保
存
と
継
承
」を
テ
ー
マ
に
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
が
催
さ
れ
、
筆
者
も
パ
ネ
リ
ス

ト
の
一
人
と
し
て
登
壇
し
た
。
終
了
後
、

小
説
家
の
内
山
純
さ
ん
と
担
当
編
集
者
に

突
然
声
を
か
け
ら
れ
た
の
だ
。初
対
面
だ
っ

た
。
聞
け
ば
、
レ
ー
モ
ン
ド
の
建
築
に
触

れ
た
書
下
し
の
小
説
が
近
く
発
刊
さ
れ
る

と
い
う
。
後
日
、
そ
の
著
書
『
レ
ー
モ
ン

ド
さ
ん
の
小
さ
な
家
』（
角
川
文
庫
）
が
サ

イ
ン
入
り
で
送
ら
れ
て
き
た
。

表
紙
カ
バ
ー
に
は
、
レ
ー
モ
ン
ド
の
軽
井

沢
の
新
ス
タ
ジ
オ
（
一
九
六
三
年
）
を
描

い
た
升
ノ
内
朝
子
の
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
イ

ラ
ス
ト
が
使
わ
れ
、
扉
ペ
ー
ジ
に
は
、
彼

の
言
葉
「
自
然
は
人
工
よ
り
も
美
し
い
。

単
純
さ
と
軽
快
さ
は
複
雑
な
も
の
よ
り
も

美
し
い
」
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

巻
末
に
は
、
参
考
文
献
と
し
て
、
い
ず
れ

も
三
沢
浩
訳
の
『
自
伝
ア
ン
ト
ニ
ン
・
レ
ー

モ
ン
ド
』
と
『
私
と
日
本
建
築
』、
三
沢
浩

の
『
ア
ン
ト
ニ
ン
・
レ
ー
モ
ン
ド
の
建
築
』

な
ど
の
書
籍
と
と
も
に
、
二
〇
〇
七
年
、

筆
者
も
企
画
と
論
考
執
筆
に
携
わ
り
、
神

奈
川
県
立
近
代
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
建

築
展
『
建
築
と
暮
ら
し
の
手
づ
く
り
モ
ダ

ン
―
ア
ン
ト
ニ
ン
＆
ノ
エ
ミ
・
レ
ー
モ
ン

ド
』
の
カ
タ
ロ
グ
も
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。

小
説
を
読
み
進
め
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

物
が
次
々
と
登
場
し
、
新
ス
タ
ジ
オ
に
始

ま
り
、
東
京
タ
ワ
ー
近
く
に
建
つ
木
造
の

簡
素
な
聖
オ
ル
バ
ン
教
会
（
一
九
五
六
年
）

や
、
打
放
し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
と
天
井
、

ス
リ
ッ
ト
か
ら
注
ぐ
自
然
光
に
よ
っ
て
凛

と
し
た
静
謐
な
空
間
に
包
ま
れ
た
目
黒
の

聖
ア
ン
セ
ル
モ
教
会
（
一
九
五
六
年
）、
高

崎
の
群
馬
音
楽
セ
ン
タ
ー
（
一
九
六
一
年
）

な
ど
、
レ
ー
モ
ン
ド
の
代
表
作
に
接
す
る

人
々
の
心
象
風
景
が
連
歌
の
よ
う
に
綴
ら

れ
て
い
く
。
け
れ
ど
も
、
も
っ
と
も
ペ
ー

ジ
を
割
か
れ
た
三
章
の
「
海
と
空
が
き
ら

め
く
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
」
に
出
て
く
る
「
デ

ン
マ
ー
ク
の
大
手
海
運
企
業
『
マ
ー
ス
ク

ラ
イ
ン
』
の
横
浜
支
社
」
だ
っ
た
と
い
う

「
マ
ー
ス
ク
ビ
ル
」
は
、
聞
い
た
こ
と
も
見

た
こ
と
も
な
い
建
物
だ
っ
た
。
し
か
も
、

建
っ
て
い
る
場
所
が
、
横
浜
の
J
R
根
岸

線
関
内
駅
近
く
の
「
中
区
役
所
の
あ
る
通

り
の
ビ
ル
」
と
書
か
れ
て
い
る
で
は
な
い

か
。
こ
れ
に
は
驚
い
た
。

た
し
か
に
、地
図
を
見
る
と
、現
在「
K
R
C

ビ
ル
」
と
呼
ば
れ
る
そ
の
建
物
は
、
本
連

載
の
二
〇
二
四
年
八
月
号
で
取
り
上
げ
た

前
川
國
男
の
横
浜
市
中
区
役
所
（
一
九
八

三
年
）
と
同
じ
道
路
に
面
す
る
隣
の
街
区

に
あ
り
、
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
し
か
離
れ
て

い
な
い
の
だ
。
二
〇
〇
七
年
の
レ
ー
モ
ン

ド
展
カ
タ
ロ
グ
に
も
、
彼
の
日
本
で
の
最

後
の
仕
事
と
し
て
、「
マ
ー
ス
ク
・
ラ
イ
ン
・

ビ
ル
／
横
浜
」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
残
念
な
が
ら
、
建
築
雑
誌
に
は
発

表
さ
れ
ず
、
知
ら
れ
ざ
る
レ
ー
モ
ン
ド
建

築
と
し
て
静
か
に
時
を
重
ね
て
来
た
の
だ

ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
数
え
き
れ
な
い

ほ
ど
そ
の
近
く
を
訪
れ
て
い
た
の
に
、
ま

さ
か
レ
ー
モ
ン
ド
と
前
川
の
建
築
が
隣
接

し
た
街
区
に
仲
良
く
並
ん
で
建
っ
て
い
た

と
は
…
…
。
時
計
の
針
を
巻
き
戻
し
て
、

生
前
の
前
川
に
伝
え
て
み
た
く
な
っ
た
。

考
え
て
み
れ
ば
、
関
内
駅
の
周
辺
に
は
、

村
野
藤
吾
の
旧
・
横
浜
市
庁
舎
（
一
九
五

九
年
）、
坂
倉
準
三
の
シ
ル
ク
・
セ
ン
タ
ー

（
一
九
五
九
年
）
と
神
奈
川
県
新
庁
舎
（
一

九
六
六
年
）、
浦
辺
鎮
太
郎
の
横
浜
開
港
資

料
館
（
一
九
八
一
年
）
な
ど
、
戦
後
の
建

築
史
を
飾
る
街
角
の
名
建
築
が
歩
け
る
場

所
に
点
在
す
る
。
今
回
、
こ
の
小
説
に
教

え
ら
れ
て
、
同
じ
地
区
に
、
レ
ー
モ
ン
ド

が
日
本
で
最
後
に
手
が
け
た
オ
フ
ィ
ス
ビ

ル
の
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
の
だ
。

筆
者
に
と
っ
て
僥
倖
と
も
い
え
る
出
来
事

で
あ
る
。
さ
っ
そ
く
現
地
を
訪
れ
た
。
そ

こ
に
は
、「
九
階
建
て
の
中
規
模
の
そ
の
ビ

ル
は
、
正
面
と
北
東
側
の
壁
が
一
面
ガ
ラ

ス
張
り
に
な
っ
て
い
る
。
窓
を
区
切
る
黒

い
枠
は
あ
る
が
細
く
て
目
立
た
な
い
の
で
、

壁
面
全
体
が
巨
大
な
鏡
で
あ
る
か
の
よ
う

に
、
横
浜
の
空
が
見
事
に
映
し
出
さ
れ
る

の
だ
」
と
記
さ
れ
た
と
お
り
、
周
囲
の
樹

木
を
引
き
立
て
て
、K
R
C
ビ
ル
が
ス
ク
ッ

と
し
た
清
新
な
姿
で
輝
い
て
い
た
。
ま
た
、

窓
枠
な
ど
細
部
の
デ
ィ
テ
ー
ル
と
限
ら
れ

た
素
材
の
扱
い
方
、
立
面
の
ス
ケ
ー
ル
感

や
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
の
良
さ
に
支
え
ら
れ

て
い
る
か
ら
に
違
い
な
い
。
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
・
ロ
ビ
ー
を
含
め
、
み
ず
み
ず
し
い
透

明
感
が
漂
う
。
そ
し
て
、
周
囲
の
ビ
ル
に

は
な
い
独
特
な
品
格
が
好
ま
れ
た
の
だ
ろ

う
。
一
階
に
は
、
職
人
手
づ
く
り
の
革
製

品
の
ブ
ラ
ン
ド
・
シ
ョ
ッ
プ
土
屋
鞄
製
造

所
と
ア
ウ
ト
ド
ア
・
ス
ポ
ー
ツ
の
有
名
店

パ
タ
ゴ
ニ
ア
が
入
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、

こ
の
ビ
ル
に
は
、
登
場
人
物
の
青
年
が
、

「
ほ
っ
と
で
き
る
場
所
…
…
僕
は
、
レ
ー
モ

ン
ド
さ
ん
の
建
築
物
に
そ
ん
な
特
別
感
を

持
っ
て
い
る
ん
で
す
。
彼
の
建
物
を
見
て

い
る
と
『
あ
な
た
の
ま
ま
で
、
こ
こ
に
い

て
い
い
よ
』
っ
て
言
っ
て
く
れ
て
い
る
よ

う
な
気
が
し
て
」
と
語
る
そ
の
ま
ま
の
穏

や
か
な
空
気
が
流
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

小
説
の
終
わ
り
に
、
再
び
、
軽
井
沢
の
新

ス
タ
ジ
オ
が
出
て
く
る
の
だ
が
、
こ
こ
で

不
思
議
な
こ
と
に
、
現
実
の
世
界
へ
と
話

は
つ
な
が
っ
て
い
く
。
新
ス
タ
ジ
オ
は
、

レ
ー
モ
ン
ド
最
後
の
弟
子
の
一
人
だ
っ
た

北
澤
興
一
（
一
九
三
七
～
二
〇
二
四
年
）

が
貴
重
な
ス
ケ
ッ
チ
や
写
真
な
ど
の
資
料

と
共
に
譲
り
受
け
、
大
切
に
維
持
さ
れ
て

き
た
建
物
で
あ
り
、
現
在
は
子
息
の
司
郎

氏
が
受
け
継
い
で
い
る
。
実
は
、
こ
の
秋
、

軽
井
沢
の
脇
田
美
術
館
で
、
そ
れ
ら
を
用

い
た
レ
ー
モ
ン
ド
の
展
覧
会
の
開
催
が
予

定
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
ぜ
ひ
こ
の
小
説
を

手
に
取
っ
て
ほ
し
い
。
き
っ
と
レ
ー
モ
ン

ド
の
建
築
を
訪
ね
歩
き
た
く
な
る
は
ず
だ
。

レ
ー
モ
ン
ド
が
横
浜
に
遺
し
た
最
後
の
ビ
ル

マ
ー
ス
ク
ビ
ル
（
現
・
K
R
C
ビ
ル
）　

一
九
七
三
年

文
・
写
真
＝
松
隈  
洋
［
神
奈
川
大
学
建
築
学
部
教
授
］

一
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス・ロ
ビ
ー

東
側
か
ら
の
外
観
全
景





西側外観：玄関扉を外し、外壁の一部を解体し、内側に新たに壁と建具を設けて、1階平面の外周部を半屋外空間とした。

一階内観：ショールーム兼立ち寄り場。吹き抜けを介して二階とつながり、建具を開けば外のような内部に。向かいのお好み焼き屋さんがよく見える。


